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　新型コロナウイルスの流行により人の流れが抑制される中で、市内では特に飲食・宿泊・タクシー業の利　新型コロナウイルスの流行により人の流れが抑制される中で、市内では特に飲食・宿泊・タクシー業の利
用者が減少しています。用者が減少しています。
　雲南市では、このような状況の中で皆さんにお店などを利用していただけるように３つの事業に取り組み　雲南市では、このような状況の中で皆さんにお店などを利用していただけるように３つの事業に取り組み
ます。ます。
　忙しい年末年始に、感染症対策を行いながら３つの事業を利用して、市内のお店で “お食事 ”と “お泊り ”　忙しい年末年始に、感染症対策を行いながら３つの事業を利用して、市内のお店で “お食事 ”と “お泊り ”
をして雲南市の魅力の再発見をしませんか？　　をして雲南市の魅力の再発見をしませんか？　　※テイクアウトにも利用できます。※テイクアウトにも利用できます。

ぜひ、この機会にお食事と移動に市内の飲食店・タクシーを利用してください。ぜひ、この機会にお食事と移動に市内の飲食店・タクシーを利用してください。

市内のお店で “お食事 ”市内のお店で “お食事 ”とと
“お泊り”“お泊り”はいかがですか？はいかがですか？

市内のお店で “お食事 ”市内のお店で “お食事 ”とと
“お泊り”“お泊り”はいかがですか？はいかがですか？

忙しい年末年始に

　雲南市夜間交通確保対策事業� 問商工振興課　☎ 0854-40-1052

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、飲食を伴う会合が控えられるなど、タクシーの利用者が
減少する中、市内タクシー事業者ごとに夜間（19時～23時）においてタクシー１台以上を運行でき
る体制を確保する市内タクシー事業者を支援します。

実施事業者：大東タクシー、㈲加茂タクシー、三葉タクシー㈲、掛合タクシー
対 象 期 間：11月１日（月）～令和４年２月28日（月）

　雲南市飲食・タクシー業消費喚起支援事業
　飲んで食べて乗りのりキャンペーン� 問商工振興課　☎ 0854-40-1052

　新型コロナウイルス感染症の影響対策として、飲食サービス業、タクシー業の店舗、事業所にてプ
レミアム付き商品券を販売します。
　市内の参加登録店舗・事業者において、その店舗・事業所で使用できる商品券３千円分（500円券
×６枚つづり）を２千円で購入することができます。
　それぞれの参加登録店舗・事業者で購入ください。
　事業開始時に参加登録店舗・事業者について市ホームページなどでお
知らせします。

 商品券の取り扱い
　販売期間：11月１日（月）～令和４年２月28日（月）
　使用期間：11月１日（月）～令和４年３月31日（木）

▲雲南市プレミアム商品券

（※テイクアウトもＯＫ）（※テイクアウトもＯＫ）
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　11月１日～令和４年１月31日　宿泊分まで
　うんなん泊まってお得！キャンペーンうんなん泊まってお得！キャンペーン� 問観光振興課　☎ 0854-40-1054問観光振興課　☎ 0854-40-1054

キャンペーンに関する問い合わせはこちら
　雲南市商工会　　☎0854-45-2405　　雲南市観光協会　☎0854-42-9770

好評につき 第２弾
先着 1,500人

事業内容や対象施設等について詳しくはこちら　⇒
　雲南市商工業ポータルサイト専用ページ　
　https://agane.hokkori-unnan.jp/event/stay2021/stay2.php

▲うんなん観光券

うんなん観光券は、対象の観光施設でも利用できます。（利用期限は令和４年２月15日
（火）まで）５５５５
アンケートの回答完了画面をフロントに提示し、精算時にうんなん観光券を使用する。
　※宿泊施設での使用は、利用上限２千円分。４４４４
客室に備え付けの二次元コードを読み取り、精算時までにWebアンケートに回答する。
　※Webアンケートで回答ができない場合、アンケート用紙による回答も可能。　３３３３
チェックイン時に、利用申込書を記入する。
「うんなん観光券４千円分（500円券×８枚つづり）」を受け取る。２２２２

対象の市内宿泊施設を予約。予約時には当キャンペーンの利用意思を伝える。　
　※６千円以上の食事付き宿泊プランが対象です。
島根県の再発見あなたのしまねキャンペーン（＃WeLove 山陰キャンペーン）で発行されるし
まねっこクーポンとの同時利用はできません。

１１１１
キャンペーンの流れ

雲南市宿泊・観光消費喚起支援事業

　雲南市では、新型コロナウイルス感染症の影響対策として、今年７月に実施した雲南市宿泊・観光消
費喚起支援事業（うんなん泊まってお得キャンペーン）を再実施します。
　この事業では、対象の市内宿泊施設の利用者に対して、宿泊プランや観光施設、タクシーの利用に使
用できるうんなん観光券（４千円分）を配布し、宿泊率の向上と市内での観光消費の拡大を図ります。
　また、事業実施に併せ、宿泊アンケートを実施し、その結果を各施設へ提供するほか、観光動態調査
などで活用することとしていますので、ご協力をお願いします。
　なお、うんなん観光券は、各施設での配布数に限りがありますので下記の専用ページにて残数状況を
お知らせするほか、予約の際に対象施設へ問い合わせいただき利用してください。

感染症対策も併せてチェック！

専用ページ
二次元コード
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＜参考：内閣官房／新型コロナウイルス感染症対策推進室～「マスク会食」で守って欲しいこと～＞

　新型コロナウイルス感染防止対策� 問健康推進課　☎ 0854-40-1045

　新型コロナウイルスは、従来型より感染しやすい「変異株」の拡大により、全国的に若い世代の感
染が広がっています。子どもへの感染を防ぐため、大人が家庭へウイルスを持ち込まないことが重要
です。
　年末年始にかけてイベントや外出の機会も増え、感染リスクが高まる場面が多くなります。感染症
対策を緩めることがないように、今後もより一層の感染予防の徹底を行いましょう。

※10月15日現在の情報です。

①少人数・短時間で大声を出さず、なるべく普段一緒にいる人と楽しむ
②深酒・はしご酒などは控え、適度な酒量で
③大皿の料理を避け、食器や箸などを共用しない
④正面や真横を避け、席は斜め向かいに座る
⑤食べる時だけマスクを外し、会話の時はマスクを着用
⑥換気がされている・ガイドラインが守られた店を選ぶ
⑦体調が悪い人は参加しない
⑧自宅に県外から帰省者がいる場合は、２週間経過するまで参加を控える

感染リスクを下げながら会食を楽しむ方法

　ワクチン接種することで感染症の発症と重症化を防ぎますが、接種しても感染する可能性があり
ます。また、さまざまな理由でワクチン接種を受けられない方もおられますので、接種後も基本的
な感染症対策を徹底しましょう。

ワクチン接種後も感染予防対策をしましょう

新型コロナウイルス感染症は誰もが感染しうる病気です。インターネットやＳＮＳ※などへの差
別的な書き込みや個人情報の拡散など個人を特定する行動、患者さんやその関係者への誹謗中傷
は慎み、冷静な行動をとりましょう。

①マスクの着用 ＜マスク着用の注意点＞今一度、確認してみましょう！
◆マスクは鼻・口・あごを覆う
　（不織布マスクが飛沫を抑える・吸い込むのを防ぐ効果が高いです）
◆鼻部分を鼻筋にフィットさせる
◆マスクを外す際は、表面を触らないようにゴムひもを持ち、外す
　※マスクに触れた手で、眼や鼻をこすらないようにしましょう。

※帰宅後や食事の前、ごみを
捨てた後などは、せっけん
を使って流水でよく手洗い
をしましょう。

②手洗い・
　手指の消毒

③換気 ⑤早めの受診
発熱や風邪などの症状があ
る時は、仕事や学校を休み、
外出を控え、できるだけ早
めに受診しましょう。

基本的な
予防対策

基本的な
予防対策基

本
的
な
感
染
予
防
対
策

※ソーシャルネットワーキングサービスの略で、登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。

④人がよく触れる
　ところの消毒
ドアノブ・リモコン・照明
のスイッチなどを消毒しま
しょう。

単身赴任中の家族など、自宅などに県外から帰省された方
がいる場合や、県内に単身赴任中で県外へ帰省される方に
ついても感染予防対策を徹底しましょう。

表彰式の様子
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第31回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧第31回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧
（小学生低学年の部） （敬称略）
結　　果 氏　　名 題　　名 学　校　名（学校所在地） 学　年
最優秀賞 勝

かつ

　部
べ

　利
り

　音
おん ふつうって、しあわせだな 雲南市立三刀屋小学校 １年

優 秀 賞 古
ふる

　田
た

　悠
はる

　樹
き いっしょにはしるとたのしいよ 雲南市立鍋山小学校 １年

佳　　作 陶
す

　山
やま

　　　愛
めぐみ わたしにもできるかな 雲南市立三刀屋小学校 １年

佳　　作 佐
さ

々
さ

本
もと

　琉
りゅう

　雅
が みんながえがおになるために 雲南市立掛合小学校 ２年

佳　　作 中
なか

　西
にし

　皐
さ

　月
つき にょこどうを見て思い出すよ 雲南市立三刀屋小学校 ２年

（小学生高学年の部）
最優秀賞 上

うえ

　原
はら

　　　諒
りょう 遺骨と私たち 糸満市立糸満南小学校（沖縄県） ４年

優 秀 賞 内
うち

　田
だ

　七
なな

　夢
み 自分らしさを大切にして 雲南市立西小学校 ６年

佳　　作 勝
かつ

　部
べ

　瑶
たま

　望
み あたりまえを感じる心 雲南市立阿用小学校 ６年

（中学生の部）
最優秀賞 片

かた

　岡
おか

　瑞
みず

　彩
さ 「平和」のために 島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程 ９年

優 秀 賞 レイフィールド　快
かい 一つの命を何度も殺す 西原町立西原中学校（沖縄県） ２年

佳　　作 来
き ま ち

海　良
よし

　宣
のぶ 食と命 雲南市立加茂中学校 １年

佳　　作 山
やま

　城
しろ

　万
ま

奈
な

美
み 命のつながり 糸満市立高

たか

嶺
みね

中学校（沖縄県） ３年
（高校生の部）
最優秀賞 伊

い

　藤
とう

　咲
さく

　夢
ら 如己愛人～力の文明から愛の文明へ～ 盈

えい

進
しん

学園盈進高等学校（広島県） ２年
優 秀 賞 中

なか

　村
むら

　瑞
みず

　葉
は 残されたもの 島根県立三刀屋高等学校 ２年

佳　　作 砂
すな

　川
がわ

　安
あん

笑
じぇ

羅
ら 生きることは幸せなこと KBC学園未来高等学校（沖縄県） １年

佳　　作 田
た

　中
なか

　悠
ゆう

　真
ま 愛は平和のために 島根県立平田高等学校 １年

佳　　作 中
なか

　山
やま

　公
こう

太
た

郎
ろう 握られた想い 芝学園芝高等学校（東京都） ２年

佳　　作 藤
ふじ

　井
い

　みどり 永井隆博士の遺産 鳥取県立米子東高等学校 ３年
（一般の部）
結　　果 氏　　名 題　　名 都道府県
最優秀賞 宮

みや

　本
もと

　文
あや

　子
こ 繋がり 島根県

優 秀 賞 立
たち

　木
き

　英
ひで

　夫
お あの子らの丘で 長崎県

佳　　作 板
いた

　持
もち

　佳
か

　奈
な こころと言葉 島根県

　
９
月
12
日
㈰
に
第
31
回
「
永
井
隆
平
和

賞
」
発
表
式
典
を
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
永
井
隆
平
和
賞
」
は
、
雲
南
市
出

身
の
永
井
隆
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
博
士
の
愛
と
平
和
の
精
神
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
愛
」
と
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
１
０
６
４
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
21
点
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
式
典
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
、
18
人
の
受
賞
者
が
出
席

し
、
表
彰
の
後
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
の
作
品
朗
読
や
最
終
選
考
委

員
か
ら
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
で
は
、
長
崎
市
で
平
和
活
動
に
取
り
組
む
長
崎
純
心
大

学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
「
Ｇグ
リ
ー
ン

ｒｅｅｎ 

Ｐピ
ー
シ
ー
ズ

ｉｅｃｅｓ
」
の
中な
か

川が
わ

優ゆ
う

里り

さ
ん
、

大お
お

城き

華か

乃の

さ
ん
、
鍜か

冶じ

美み

里さ
と

さ
ん

の
３
人
を
講
師
に
迎
え
、「
平
和

の
文
化
を
長
崎
か
ら
」と
題
し
て
、

活
動
の
様
子
や
平
和
へ
の
思
い
に

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

島
根
県
雲
南
市

島
根
県
雲
南
市

「
永
井
隆
平
和
賞
」

「
永
井
隆
平
和
賞
」
発
表
式
典

発
表
式
典

平
和への

願
い最優秀作品朗読

小学生低学年の部　勝部さん
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一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
３
４
４
億
６
４
５
１
万
円
（
対
前
年
度
比
10
・
１
％
増
）、
歳
出
決
算

額
が
３
４
０
億
１
５
１
４
万
円
（
同
10
・
０
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
４
億
４
９
３
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
９
０
０
５
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
３
億
５
９
３
２
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

 は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

　　　　　　　　　区　分
　会　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

国 民 健 康 保 険 事 業 42億8,876万円 42億7,541万円 1,335万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 11億8,535万円 11億7,712万円 823万円
農 業 労 働 災 害 共 済 事 業 429万円 428万円 1万円
生 活 排 水 処 理 事 業 13億3,541万円 13億3,279万円 262万円
財 産 区 24万円 24万円 0万円

❖ 特別会計

　財政健全化法に基づく財政指標である実質公債費比率、将来負担比率についてはいずれも早期健全化基準を下回って
いるが、中期財政計画に基づき、地方債発行と起債償還のバランスを図り、財政の弾力化を図っていく必要がある。
　行財政改革の取り組みについては、引き続き組織機構の見直し、職員数の削減が実施された。公共施設などについて
は公共施設等総合管理計画実施方針に基づき見直しを進められているが、今後も財政健全化に向けて一層の努力を図ら
れたい。
　人口減少や少子高齢化、交流センターを拠点とした地域づくり活動の推進、公共施設の老朽化への対応、道路や橋梁
維持の予算確保など、これらの多くの課題を解決し、市民の暮らしを守っていくことは、健全な財政基盤があってはじ
めて可能となる。令和２年度には木次こども園、永井隆記念館が完成した。令和３年度は引き続き大規模事業が続くこ
とから、財政状況を確認しつつ事業の推進を図り、第２次雲南市総合計画の実現に向けて、多様な行政課題解決に努め
られたい。
　未だ収束の兆しが見えない新型コロナウイルス感染症は、雲南市の行財政へも多大な影響を及ぼし、見通しのつかな
い状況が続いている。ワクチン接種をはじめとしたより一層の感染防止、地域経済の活性化に向けて取り組まれたい。
　終わりに、財政健全化への取り組みにあたっては、市民への説明責任を果たしながら、公平かつ簡素で効率的な行財
政システムの構築に努め、最小の経費で最大の効果が上がる財政運営を推進し、市民福祉の向上と市勢の発展に努めら
れることを望むものである。

監査委員の審査意見書から

一　 般　会　 計 令
和
２
年
度
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 財  政  課

問い合わせ先

☎0854-40-1023

決
算
報
告

決
算
報
告

令
和
２
年
度

諸収入
8億785万円　2.3％

繰入金
6億3,279万円　1.8％

寄附金、繰越金
6億1,777万円　1.8％

分担金および負担金
3億588万円　0.9％

使用料および手数料
2億7,537万円
0.8％

財産収入
2,797万円　0.1％

県支出金
18億553万円　5.2％

地方譲与税など
12億6,242万円
3.7％

歳　入
344億6,451万円

市税
39億5,635万円

11.5％

地方交付税
131億337万円

38.0％

国庫支出金
64億6,151万円

18.8％

市債
52億770万円
15.1％

自主財源
66億2,398万円

19.2％

依存財源
278億4,053万円

80.8％

市税
39億5,635万円

11.5％

地方交付税
131億337万円

38.0％

国庫支出金
64億6,151万円

18.8％

市債
52億770万円
15.1％

自主財源
66億2,398万円

19.2％

依存財源
278億4,053万円

80.8％
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項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
雲南市の場合は、12.63％以上で財政健全化団体に、20％以上で財政再生団体と
なります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.63％以上で財政健全化団体に、30％以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 11.3%
（11.1%）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起
債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰
出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が 25％以
上になると財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将来負担比率 106.3%
（107.2%）

地方債の残高をはじめ一般会計など（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率です。350％以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎
に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、財政健全化団
体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

財 政 力 指 数 0.255
（0.253）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財
政力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 96.9%
（95.5%）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定す
る指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している
状況を表しています。

地方債現在高比率 218.8%
（213.5%）

財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、低い
ほど財政運営が安定しています。

❖ 主な財政指標 下段（　）は令和元年度

令和２年度に実施した
主　　な　　事　　業

市役所分庁舎（上下水道部庁舎）整備事業
　　　　　　　………………………2億9,355万円
地域づくり活動等支援事業…………2億8,598万円
特別定額給付金給付事業………… 37億5,308万円
老人保護措置事業……………………1億8,955万円
介護給付・訓練等給付事業 ……… 11億4,343万円
福祉医療事業…………………………1億   630万円
介護保険事業…………………………7億8,113万円
子ども医療事業………………………1億1,038万円
児童手当給付事業……………………4億6,811万円
雲南市飯南町事務組合（清掃事業）運営事業
　　　　　　　…………………… 11億6,543万円
中山間地域等直接支払制度…………2億8,832万円
地籍調査事業…………………………1億5,744万円
商業・サービス業感染症対応支援事業
　※新型コロナウイルス感染症対応関連事業
　　　　　　　………………………… 4,991万円

（仮称）加茂バスストップスマートインターチェンジ
整備事業………………………………2億5,325万円
除雪総務管理事業……………………2億5,976万円
デジタル防災行政無線整備事業… 10億4,391万円
永井隆記念館施設整備事業…………3億4,860万円
災害復旧事業…………………………1億9,926万円

など

一　 般　会　 計

❖ 基金残高
積 立 金 現 在 高 102億9,122万円

財 政 調 整 基 金 14億4,023万円
減 債 基 金 39億5,056万円
その他特定目的基金 49億     43万円

地 方 債 現 在 高 377億2,456万円

※普通会計における決算額

消防費
20億7,779万円　6.1％

歳　出
340億1,514万円

商工費
6億4,695万円　1.9％

災害復旧費
1億9,926万円　0.6％

議会費、労働費、諸支出金
2億7,598万円　0.8％

総務費
82億2,332万円

24.2％

民生費
70億645万円
20.6％

衛生費
39億2,214万円

11.5％

公債費
38億6,870万円

11.4％

教育費
26億6,439万円

7.8％

土木費
26億5,937万円

7.8％

農林水産業費
24億7,079万円

7.3％

総務費
82億2,332万円

24.2％

民生費
70億645万円
20.6％

衛生費
39億2,214万円

11.5％

公債費
38億6,870万円

11.4％

教育費
26億6,439万円

7.8％

土木費
26億5,937万円

7.8％

農林水産業費
24億7,079万円

7.3％
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令和２年度 雲南市水道事業会計損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 8億4,180万円
営業外収益 4億9,093万円
経常収益　① 13億3,273万円
営業費用 11億   501万円
営業外費用 1億1,999万円
経常費用　② 12億2,500万円
当年度純利益（①－②） 1億   773万円
前年度繰越利益剰余金 465万円
当年度未処分利益剰余金 1億1,238万円

令和２年度 雲南市水道事業会計貸借対照表
（令和３年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 144億9,976万円
無形固定資産 1,965万円

流動資産
現金預金 19億1,197万円
未収金 8,120万円
貯蔵品 735万円

資産合計 165億1,993万円
固定負債 企業債 56億4,988万円

引当金 4,557万円

流動負債

企業債 4億9,688万円
未払金 8,532万円
前受金 716万円
引当金 1,291万円
預り金 103万円
その他流動負債 60万円

繰延収益 長期前受金 41億2,463万円
負債合計 104億2,398万円
資本金 資本金 48億2,701万円

剰余金 資本剰余金 7億3,915万円
利益剰余金 5億2,979万円

資本合計 60億9,595万円
負債・資本合計 165億1,993万円

令和２年度 雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 4,520万円
営業外収益 136万円
経常収益　① 4,656万円
営業費用 3,628万円
営業外費用 860万円
経常費用　② 4,488万円
当年度純利益（①－②） 168万円
前年度繰越利益剰余金（繰越欠損金） △4,156万円
当年度未処分利益剰余金（未処理欠損金） △3,988万円

令和２年度 雲南市工業用水道事業会計貸借対照表
（令和３年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 3億9,047万円

流動資産 現金預金 1億3,134万円

資産合計 5億2,181万円

固定負債
企業債 3億6,014万円

引当金 2,394万円

流動負債
企業債 3,281万円

未払金 231万円

繰延収益 長期前受金 1,961万円

負債合計 4億3,881万円
資本金 資本金 1億2,236万円

剰余金
資本剰余金 52万円

利益剰余金 △3,988万円

資本合計 8,300万円
負債・資本合計 5億2,181万円

令和２年度 雲南市下水道事業会計損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 2億6,640万円
営業外収益 7億4,143万円
経常収益　① 10億   783万円
営業費用 7億1,273万円
営業外費用 1億3,269万円
経常費用　② 8億5,731万円
特別損失　③ 1,189万円
当年度純利益（①－②－③） 1億5,052万円
当年度未処分利益剰余金 1億5,052万円

令和２年度 雲南市下水道事業会計貸借対照表
（令和３年３月31日）

（税抜き）
固定資産 有形固定資産 143億5,782万円

流動資産
現金預金 7,829万円
未収金 5,892万円

資産合計 144億9,503万円
固定負債 企業債 58億4,766万円

流動負債

企業債 5億9,986万円
未払金 5,346万円
引当金 227万円
預り金 12万円

繰延収益 長期前受金 51億8,910万円
負債合計 116億9,247万円
資本金 資本金 24億5,623万円

剰余金
資本剰余金 1億9,581万円
利益剰余金 1億5,052万円

資本合計 28億   256万円
負債・資本合計 144億9,503万円

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
令
和
３
年
３
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末
時
点
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給
水
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数
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万
４
９
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８
件
、
令
和
２
年
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総
有
収
水
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（
料
金
収
入
の
対
象
と
な
っ
た
給
水
量
）
は
３

４
６
万
８
６
２
３
㎥
で
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た
。
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有
収
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前
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と
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４
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）
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総
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益
は
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３
２
７
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総
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用
は

12
億
２
５
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円
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益
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。
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益
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１
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少
、
総
費
用
は
２
・

９
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
供
給
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
当
た
り
の
給
水

収
益
）
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的
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建
設
改
良
費
は
１
億
４
１
２
９
万
円
、
企

業
債
償
還
額
は
６
億
５
７
６
万
円
で
し
た
。
主

な
建
設
改
良
事
業
は
、
長
寿
命
化
を
図
る
た
め

の
施
設
更
新
工
事
、
管
路
整
備
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
施
設
の
統
廃
合
事
業
と
し
て
令

和
２
年
度
か
ら
西
本
郷
農
業
集
落
排
水
施
設
を

木
次
三
刀
屋
公
共
下
水
道
へ
統
合
し
ま
し
た
。

  

下
水
道
事
業

８
８
万
円
で
、
１
６
８
万
円
の
純
利
益
を
計
上

し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出

　
資
本
的
支
出
の
総
額
は
３
６
４
９
万
円
で
、

う
ち
建
設
改
良
費
は
１
８
６
万
円
、
企
業
債
償

還
金
は
３
４
６
３
万
円
で
し
た
。
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収
益
的
収
入
（
医
療
費
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
材
料
費
、
経
費
な
ど
）

　
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
を
受
け
、
入
院
・
外
来
と
も

に
患
者
数
が
減
少
し
、
病
床
利
用
率
は
80
・

0
％
（
下
表
参
照
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
前
年
度
と
比
べ
入
院
収
益
３
億
３

３
１
５
万
円
、
外
来
収
益
５
１
４
６
万
円
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
の
補
助
金
を
受
け
、
入
院
お
よ

び
外
来
収
益
の
減
収
分
は
実
質
補
て
ん
さ
れ

ま
し
た
。

　
費
用
は
、患
者
数
の
減
に
伴
う
材
料
費
（
薬

品
・
診
療
材
料
・
給
食
材
料
）
の
減
額
お
よ

び
経
費
（
光
熱
水
費
・
燃
料
費
な
ど
）
の
減

額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
７
０
４
７
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
１
億
８
４
８
３
万
円
の
経
常
損
失

お
よ
び
当
年
度
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
内
部
留
保
資
金
は
単
年
度
で
３
億
５
６
６

５
万
円
の
蓄
積
が
図
れ
、
繰
越
内
部
留
保
資

金
は
18
億
９
０
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
な
ど
）

　
掛
合
診
療
所
の
空
調
設
備
更
新
工
事
費
は

１
３
２
０
万
円
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
や
関

節
鏡
シ
ス
テ
ム
な
ど
医
療
器
械
器
具
購
入
費

は
１
億
１
３
５
６
万
円
、
企
業
債
償
還
金
は

３
億
５
１
７
４
万
円
、
長
期
貸
付
金
は
60
万

円
で
、
資
本
的
支
出
総
額
は
４
億
７
９
１
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

  

病
院
事
業

業  務  量
１．病床数　281床
（一般病床155床（感染症2床含む）、地域包括ケア病床48床（感染症2床含む）、
回復期リハビリ病床30床、医療療養病床48床）

２．延患者数、１日平均患者数、病床利用率

雲
南
市
立
病
院 

企
画
財
政
課

問
い
合
わ
せ
先☎

０
８
５
４-

47-

７
５
２
９

区　分
延患者数（人） 1 日平均患者数（人） 病床利用率（％）

前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減

入

　院

一 　 般 51,992 50,473 ▲ 1,519 142.1 138.3 ▲ 3.8 91.6 89.2 ▲ 2.4
包括ケア 15,260 5,943 ▲ 9,317 41.7 16.3 ▲ 25.4 86.9 33.9 ▲ 53.0
回復リハ 10,883 10,836 ▲ 47 29.7 29.7 0.0 99.1 99.0 ▲ 0.1
医療療養 13,652 14,811 1,159 37.3 40.6 3.3 77.7 84.5 6.8

入 院 計 91,787 82,063 ▲ 9,724 250.8 224.8 ▲ 26.0 89.2 80.0 ▲ 9.2

外

　来

病 　 院 99,521 92,215 ▲ 7,306 413.0 379.5 ▲ 33.5 － － －
診 療 所 7,759 7,603 ▲ 156 30.0 31.3 1.3 － － －

外 来 計 107,280 99,818 ▲ 7,462 443.0 410.8 ▲ 32.2 － － －

財務諸表
令和２年度 雲南市病院事業会計 損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

（税抜き）

　医業収益 36億3,967万円

　医業外収益 9億9,501万円

　訪問看護収益 5,991万円

　診療所収益 1億　747万円

経常収益　① 48億　206万円
　医業費用 45億8,038万円

　医業外費用 2億3,391万円

　訪問看護費用 6,373万円

　診療所費用 1億　887万円

経常費用　② 49億8,689万円
経常利益　③（①－②） ▲1億8,483万円
　特別利益　④ 0万円

　特別損失　⑤ 0万円

当年度純利益（損失）（③＋④－⑤） ▲1億8,483万円
　前年度繰越欠損金 10億9,301万円

　当年度未処理欠損金 12億7,784万円

令和２年度 雲南市病院事業会計 貸借対照表
（令和３年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 98億1,665万円
投資その他の資産 5億9,097万円

流動資産
現金預金 13億6,288万円
未収金 7億9,794万円
貯蔵品他 1,441万円

資産合計 125億8,285万円
固定負債 企業債 98億6,820万円

流動負債

企業債 3億3,291万円
未払金 1億7,220万円
引当金 1億6,929万円
その他流動負債 1,939万円

繰延収益 長期前受金 7億7,582万円
負債合計 113億3,781万円
資 本 金 資本金 25億2,288万円
剰 余 金 利益剰余金 ▲12億7,784万円
資本合計 12億4,504万円
負債・資本合計 125億8,285万円
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健康の秘訣は「人を愛し、愛されること」
「しまね健康超寿者」県知事訪問表彰

　島根県では、100歳を超えてなお心身共に健康で、
社会との関わりを持ちながら元気に生活されている
方への表彰を行っています。雲南市では木次町の田

た

本
もと

三
み

代
よ

子
こ

さん（101歳）が受賞されることになり、丸
山達也島根県知事が自宅を訪問し、表彰されました。
　丸山知事から表彰状と記念品を贈呈された田本さ
んは、自身が毛糸で編んだエコたわしを丸山知事に
贈られました。丸山知事から長寿の秘訣を聞かれた
田本さんは「人に愛されること、そして人を愛する
ことが大切と思っています。また、家族の健康も大
事で、家族がいろいろなことを話してくれて寂しい
思いをしません。家族を大切にすることが大切です。
これが健康のもとです」と話されました。
　田本さんにはお子さん４人、そして孫11人、ひ

９/ ㊎10

▲丸山知事と田本さん

孫22人、玄孫４人がいらっしゃり、「孫からおばあ
ちゃん、おばあちゃんと呼んでもらえること、家族
に囲まれることがうれしいです」と話されました。

８/ ㊏28

　「わたしたちのこれからエネルギーの未来を考え
る講演会」がわたしたちのこれから実行委員会（代
表　吾

あ

郷
ごう

希
き

穂
ほ

さん）の主催により、木次経済文化会
館チェリヴァホールで開催され、感染症対策が施さ
れた会場に約130人が来場しました。
　認定NPO法人環境エネルギー政策研究所所長の
飯
いい

田
だ

哲
てつ

也
なり

さんを講師に迎え、「地域から・市民からの
自然エネルギー大転換」と題して福島第一原子力発
電所事故後の問題の現状のほか、再生エネルギーの
先進地の取り組みや国内での状況を話されました。
　また、３階大会議室では、お子さんと一緒に聴講
できるスペースのほか、食の安心や持続可能性を
テーマにお弁当やお菓子などのお店が出店した「こ
れからマルシェ」が開催されました。 ▲講演する飯田さん

エネルギーのこれからを考えよう！ 
　また、隣接するマルシェリーズ１階通路スペース
では、ハンドメイドのアクセサリーや小物、雑貨か
ら焼き菓子のお店が出店する「きすきマルシェ」が
開催され、多くの方が来場されました。

11 市報うんなん

▲うやま米の販売促進案について発表する生徒たち

　三刀屋高校掛合分校の２年生21人が自分たちで
考案した「うやま米」の販売戦略の発表会と稲刈り
体験を吉田町民谷で行いました。
　生徒たちは、宇山営農組合の方々への聞き取りや
販売店、デザイナーの講演などを通じて、「うやま
米」の販売促進の方法について「ポスター」、「動画」、
「はっぴ」、「レイアウト・のぼり」に取り組む４つ
の班に分かれて検討を進めてきました。
　発表会では、これまでの取り組みで考案した
キャッチコピーや販売促進グッズ、販売促進計画な
どを関係者に発表しました。発表後に、関係者から
は提案内容への質問や助言などがあり、生徒たちは
熱心に耳を傾けました。組合員の須

す

山
やま

光
みつ

雄
お

さんは
「高校生の目線で良い案を考えてもらいました。ま
た、買う人を想定して考案されていました。できる
かぎり協力していきたい」と高校生への思いを話さ
れました。
　午後からは５月に田植え体験で苗を植えた田んぼ
で稲刈り体験を行い、営農組合の方から稲刈りと稲
の束ね方を教わった生徒たちは一生懸命稲刈りしま

９/ ㊌15 高校生がうやま米の販売促進に向けた
提案と稲刈り体験学習を行いました！

した。
　最後に生徒からは「初めての稲刈りで大変でした。
掛合分校の代表として、『うやま米』や農家の方々
が長年取り組んで来られた思いをいろいろな方に伝
えていきたいです」と話してくれました。
　今後、生徒たちはさらに販売促進方法について関
係者で協議を重ねながら、販売戦略や広報について
検討を進めます。

　雲南市が独自のブランド米と位置付ける「プレミ
アムつや姫たたら焰米」（以下、たたら焰米）の本
年度検査買入れ式が大東町飯田のＪＡしまね雲南地
区本部大東農業倉庫で行われ、生産者やＪＡしまね
雲南地区本部などから関係者が出席しました。
　会場には市内生産者から2,409袋（１袋30㎏入
り）の玄米が持ち込まれ、ＪＡしまねの検査員が整
粒判定、タンパク質値など検査を行い、認定された
米袋には雲南市認定シールが貼られました。
　ＪＡしまね雲南地区本部本部長　竹

たけ

下
した

克
かつ

美
み

さんは
「たたら焰米の認知度はまだ低く伸びしろが大きい。
１袋でも多く集荷・販売し、一人でも多くの消費者
にお届けしたい」とあいさつされました。
　その後、石飛市長と竹下本部長、雲南市水田農業 ▲あいさつされる竹下本部長

今年もおいしい “たたら焰
ほむらまい

米” が
できました！９/ ㊊27

担い手協議会会長　錦
にしこおり

織 満
みちる

さんがＡコープだいと
う店で、新米のたたら焰米（２合）をお客さんに手
渡しして、たたら焰米のＰＲを行いました。

た
た
ら
焰
米

た
た
ら
焰
米
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▲受賞された足立さん（中央）と須山さん（右から２人目）

毎年除雪していただき
ありがとうございます！

　雲南市除雪業務感謝状贈呈式を雲南市役所で行
い、除雪オペレーターとして20年以上従事された
方々に感謝状を贈呈しました。
　石飛市長は「除雪従事者の確保が課題となってい
る中で、永きにわたって深夜から危険を伴う除雪作
業に従事していただき感謝している。今後も市民の
生活や経済を支える活動に協力いただきたい」と謝
辞を述べました。
　感謝状を贈った方々は下記のとおりです。

９/ ㊌29

従事
年数 氏　　名 所　　属

23年 足
あ

　立
だち

　吉
きち

次
じ

朗
ろう

さん 有限会社山根建設

22年 須
す

　山
やま

　晃
こう

　史
じ

さん 有限会社別所土建

21年 山
やま

野
の

内
うち

　英
えい

　司
じ

さん 若槻セメント工業有限会社

　そら山住宅団地（木次町里方）の第４期造成工事
竣工式および完成式を雲南市、雲南市土地開発公社
の共催により開催し、関係者が出席しました。
　そら山住宅団地は、平成12年から21年間にわ
たって宅地開発が進められ、これまで59区画が分
譲されました。第４期造成工事では11区画が宅地
造成され、この工事の竣工によりそら山住宅団地は
完成しました。
　造成工事の際に採取された岩を用いて制作された
記念碑の除幕式を行い、続けて竣工式・完成式を行
いました。
　式典で、雲南市土地開発公社　吉山治理事長は「少

▲あいさつされる吉山理事長▲除幕式の様子

そら山住宅団地第４期造成工事
竣工式および完成式10/ ㊌６

子高齢化、人口減少が進んでいる中で、雲南市に住
みたいという方々を大切にし、その需要にきちんと
応えられるように定住基盤の整備に努めてきた。今
後も雲南市土地開発公社が積極的に定住基盤の整備
の役割を担っていく」とあいさつされました。
　続いて、石飛市長は「用地提供者や地元の皆さん、
関係者の皆さんのおかげで無事に竣工・完成し、雲
南市の貴重な財産となった。子育て世代を中心とす
る人口の社会増に向けて、魅力的な住環境の整備が
必要不可欠であり、魅力ある住宅団地の整備を引き
続き行っていく」と式辞を述べました。
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新たなソーシャルチャレンジ特命官の誕生！

～地域活性化起業人制度による派遣に関する協定～

　この度、雲南市は新たにソウルドアウト㈱と「地
域活性化起業人制度による派遣に関する協定」を締
結しました。
　雲南市では現在、ソーシャルチャレンジ特命官と
して民間企業から２人の派遣を受け入れ、今回で３
人目となります。
　ソウルドアウト㈱から派遣される梅

うめ

澤
ざわ

宏
ひろ

徳
のり

さんは

雲南市木次町出身です。
　梅澤さんは「物心付いた
ころから、地元が大好きで
した。雲南市で暮らす中で
地元が衰退することを身近
に感じ、自分にもできるこ
とはないかと考え、子ども
チャレンジの『中高生の！幸雲南塾』や『雲南コミュ
ニティキャンパス』、地域づくりや教育に取り組む
NPO法人への職業体験などに参加してきました。
雲南市のチャレンジに携わって感じたことは雲南市
のすばらしさでした。雲南市の発展に向けて、ぜひ
地域の皆さんと協力して取り組んでいきたい」と意
気込みを話されました。

　10月１日（金）、雲南市はソウルドアウト㈱（代
表取締役会長CGO　荻

おぎわら

原　猛
たけし

さん）、雲南市地域自
主組織連絡協議会（会長　加

か

藤
とう

一
いち

郎
ろう

さん）と連携協
定を締結しました。
　ソウルドアウト㈱は、東京都を拠点に中小企業の
デジタル化やマーケティングなどの経営支援を展開
されています。今回の協定では、地域の活動や事業
などのデジタル化に向けた相談対応や検討を支援
し、多くの地域で課題となっている担い手不足や業
務効率化に取り組みます。
　調印式の中で、ソウルドアウト㈱代表取締役社長
CEO　荒

あら

波
なみ

　修
おさむ

さんは「デジタル技術を使いこな
す力を引き上げることで、地域づくりに貢献したい」
と、加藤さんは「今後、地域活動を継続していく中

で、情報通信技術などの力を活用することが重要で
あり、互いに協働して取り組みを進めたい」と連携
協定への思いを話されました。
　また、この取り組みを進めるため、総務省「地域
活性化起業人制度」を活用し、ソウルドアウト㈱か
ら社員１人の派遣を受けました。
　デジタル人材の育成・確保を進め、学生や若者な
ど幅広く巻き込みながら取り組みます。

【問い合わせ先】　政策推進課　☎0854-40-1011【問い合わせ先】　政策推進課　☎0854-40-1011

▲（左から）荒波さん、石飛市長、加藤さん

雲南市のデジタル人材の創出に向けて雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

▲ソーシャルチャレンジ特命官▲ソーシャルチャレンジ特命官
梅澤　宏徳さん梅澤　宏徳さん

（ソウルドアウト㈱）（ソウルドアウト㈱）

▲▲▲学生時代の取り組みの様子▲学生時代の取り組みの様子
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
今
回
当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
ワ
ク
チ

ン
）
接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

の
研
究
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
結
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
た
当
院
職
員
３
９
１
人
に
つ
い

て
、
接
種
後
の
副
反
応
と
、
接
種

３
ヵ
月
後
に
測
定
し
た
中
和
抗

体
　注１

の
値
（
以
下
、
抗
体
価
）
を

調
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
抗
体
が
で
き
て
い

る
（
陽
性
）
と
判
定
さ
れ
た
者
は

３
７
３
人
（
95
・
４
％
）
で
、
接

種
者
の
大
部
分
で
抗
体
が
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
　注２

。

年
代
別
に
み
る
と
、
図
１
に
示
す

よ
う
に
20
代
、
30
代
の
若
い
世
代

の
抗
体
価
が
高
年
齢
者
に
比
べ
て

統
計
学
的
に
有
意
に
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
抗
体
価
を
男
女
で
比
較

す
る
と
、
男
性
の
方
が
や
や
高
い

と
い
う
結
果
で
、
既
出
の
報
告
と

は
逆
で
し
た
が
、
当
院
で
は
年
齢

の
高
い
女
性
が
多
く
、
30
代
以
下

だ
け
に
絞
っ
て
み
る
と
女
性
の
抗

体
価
が
有
意
に
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
２
）。

　
さ
ら
に
副
反
応
と
抗
体
価
の
関

係
を
み
る
と
、
発ほ
っ
赤せ
き
、
腫し
ゅ
ち
ょ
う脹、
硬こ
う

結け
つ
、
熱
感
、
倦け
ん
怠た
い
、
頭
痛
と
い
う

副
反
応
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が

ほ
と
ん
ど
が
軽
症
で
す
。
各
々
の

副
反
応
の
有
無
と
抗
体
価
は
有
意

に
関
連
が
あ
り
、
副
反
応
が
あ
る

方
が
抗
体
価
は
高
い
事
が
分
か
り

ま
し
た
。
約
75
％
が
二
種
類
以
上

の
副
反
応
を
経
験
し
て
お
り
、
副

反
応
の
多
少
と
抗
体
価
の
関
係
を

み
る
と
、
図
３
の
よ
う
に
副
反
応

の
個
数
が
多
い
者
の
方
が
抗
体
価

は
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
副
反
応
の
多

い
者
は
少
な
い
者
に
比
べ
て
有
意

に
年
齢
が
低
い
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

闘
う
た
め
の
武
器
で
あ
る
抗
体
が

作
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。
そ
し
て
、
若
い
人
は
副

反
応
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
形
で
よ
り
多
く
の
抗
体
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

ま
し
た
。
確
か
に
副
反
応
は
好
ま

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
と
ん
ど
が
３
日
以
内
に
気
に
な

ら
な
く
な
る
う
え
、「
体
中
の
免

疫
が
活
性
化
さ
れ
て
一
生
懸
命
に

抗
体
を
作
っ
て
い
る
証
＝
副
反

応
」
で
あ
る
と
思
え
ば
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
見
方
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
日
も
早
く
以
前
の
よ
う
な
暮

ら
し
が
戻
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、

今
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
行
い
、

そ
し
て
間
違
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
　注３

を
高
め
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
市
立
病
院
は
こ
れ
か
ら
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

限
ら
ず
有
益
な
健
康
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

注
１
：
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ

り
体
内
で
作
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の

こ
と
で
、
こ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
付
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

の
細
胞
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぎ
、
感

染
や
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

注
２
：
抗
体
が
無
い
人
よ
り
あ
る
人
の
方

が
感
染
や
重
症
化
を
し
に
く
い
と
い

う
事
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
抗
体

が
ど
れ
だ
け
あ
れ
ば
十
分
な
効
果
が

得
ら
れ
る
か
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

注
３
：
健
康
情
報
を
獲
得
、
理
解
、
評
価

し
て
、活
用
す
る
た
め
の
知
識
、意
欲
、

能
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
病
気
の
治
療
や
予
防
、
健
康

増
進
に
つ
い
て
正
し
い
判
断
や
意
思

決
定
が
行
え
、
人
生
を
よ
り
豊
か
な

も
の
に
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の

知
見
知
見

市
立
病
院
　病
院
事
業
管
理
者
　大お

お

　谷た
に

　
　順じ

ゅ
ん

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

20代

7,139

30代

6,190

40代

4,6854,685

50代

4,4344,434

60代～

4,6504,650

UI/ml

0

2,000

4,000

6,000

副反応５個以上

5,375

副反応４個以下

4,5624,562

UI/ml

0

2,000

4,000

6,000

8,000

女性（30代以下）

7,4187,418

男性（30代以下）

5,258

UI/ml
図１ 年代別抗体価 図２ 性別による抗体価の違い 図３ 副反応の多少と抗体価

※20～30代は※20～30代は
　40～60代に対して有意に高い　40～60代に対して有意に高い

※男性に比べ有意に高い※男性に比べ有意に高い ※副反応の数は２回の※副反応の数は２回の
　接種を通じて生じた個数　接種を通じて生じた個数
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先日いただいた質問はこれです。

「よく皮膚がかゆくなるんですが？」

　皮膚のかゆみは多様な原因で起こります。急に始
まった場合や全身に広がる場合は、危険な病気の可能
性があり、医師の診察が必要です。一方で、なんとな
く皮膚の一部がかゆくなって、それがいろいろなとこ
ろに起こることがあります。その中で最も多いものと
して、「皮

ひ
膚
ふ

掻
そうようしょう

痒症」というものがあります。

　「皮膚掻痒症」は皮膚の表面の保湿因子が少なくな
り、皮膚の表面が乾き、その乾きがかゆみを起こしま
す。誰でも毎日、皮膚のどこかがかゆくなることを経
験すると思います。その多くが、この「皮膚掻痒症」
による可能性があります。年齢に関係なく、栄養バラ
ンス不良、睡眠不足、精神的ストレスや気候の変化が
皮膚掻痒症を起こすことがあります。
　その中でも、最近よく相談を受けるのが、高齢の方
の皮膚掻痒症です。年齢を重ねることによって皮膚の
環境が変わり、皮膚掻痒症を起こしやすい状況になり
ます。この状態を根本的に変えることはなかなか難し

いですが、かゆくなりやすい部分に対して、保湿に努
めることによってその予防につながります。薬局など
にある保湿剤を定期的に塗布することで保湿すること
ができます。さらに、規則正しい生活習慣や定期的な
運動を行うことによって、多くの皮膚の状態は改善す
るとされています。
　これから秋になると、皮膚が乾燥しやすい季節にな
りますので、保湿に努め、「皮膚の健康」を保ってい
きたいですね。

　
９
月
27
日
㈪
、
島
根
タ
オ
ル
帽
子
の
会
代
表 

下し
も

井い

直な
お

美み

さ

ん
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
雲
南
地
区
本
部
女
性
部
部
長 

高た
か

橋は
し

美み

佐さ

子こ

さ
ん
か
ら
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
に
よ
る
頭
皮
の
脱
毛
な
ど
に
悩

む
患
者
さ
ん
に
と
、
タ
オ
ル
帽
子
30
枚
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル
帽
子
は
、
同
会
の
活
動
に
賛
同
さ

れ
た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
雲
南
地

区
本
部
女
性
部
の
皆
さ
ん

が
、
こ
の
帽
子
を
必
要
と

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
使
っ

て
も
ら
お
う
と
、
思
い
を

込
め
て
一
つ
一
つ
手
作
り

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
帽
子
は
素
材
が

タ
オ
ル
生
地
で
あ
る
た
め

柔
ら
か
く
、
吸
水
性
に
も

優
れ
て
お
り
、
夏
場
で
も

気
持
ち
よ
く
着

用
で
き
る
よ
う

で
す
。

　
当
院
で
は
皆

さ
ん
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
こ

の
タ
オ
ル
帽
子

を
、
副
作
用
な

ど
に
対
す
る
不

安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第19回：「よく皮膚がかゆくなるんですが？」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

タ
オ
ル
帽
子
の
寄
贈

タ
オ
ル
帽
子
の
寄
贈

▲手作りのタオル帽子▲タオル帽子を手にする一同

角質層

表皮

真皮

かくしつそう

皮脂膜
ひしまく

健康な皮膚 乾燥した皮膚

水分

水分

水分
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子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

満　歳

HOPEHOPE
わが家の

11月で11月で

隆
りゅうのすけ

之助ちゃん（大東町養賀）
令和２年11月10日生まれ
大きいおばあちゃんに沢山可愛がっ
てもらえて良かったね 　これから
はいつも傍で見守ってくれるよ

遠え
ん
ど
う藤

　力ち
か
らさ
ん
・
歩あ
ゆ
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

翼
つ ば き

希ちゃん（掛合町掛合）
令和２年11月10日生まれ
つばきちゃん、１歳おめでとう
これからもそのおてんばぶりで我
が家を笑顔いっぱいにしてね

松ま
つ
む
ら村
祐ゆ
う
き基
さ
ん
・
亜あ
ゆ
み弓
さ
ん
の
お
子
さ
ん

一
ひ ま り

茉凛ちゃん（大東町大東）
令和２年11月８日生まれ
日に日に大きく
ますます元気に
凛々しく育ってね

植う
え
だ田
竜り
ゅ
う
じ次
さ
ん
・
美み

ゆ

き
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 光
ひかり

ちゃん（加茂町大西）
令和２年11月４日生まれ
ひかりちゃん大大大大大好きだよ
一歳の誕生日おめでとう

佐さ
と
う藤
大ひ
ろ
ま
さ将
さ
ん
・
い
づ
み
さ
ん
の
お
子
さ
ん

律
り つ き

稀ちゃん（大東町養賀）
令和２年11月４日生まれ
りっちゃん１歳のお誕生日おめでとう
可愛い笑顔を毎日ありがとう
元気にすくすく育ってね

鳥と

や谷
雅ま
さ
と
し俊
さ
ん
・
佐さ

ち

こ
知
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

日
ひ ま り

葵ちゃん（木次町湯村）
令和２年11月９日生まれ
ひまちゃん１歳おめでとう
生まれてきてくれてありがとう
お兄ちゃん達と沢山遊んでね

村む
ら
お尾
正ま
さ
き樹
さ
ん
・
恵け
い
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

明
あ さ き

咲ちゃん（掛合町掛合）
令和２年11月11日生まれ
あさき１歳おめでとう  明るくステキな笑
顔を咲かせてね  お父ちゃんとお母ちゃん
のところに生まれて来てくれてありがとう

松ま
つ
む
ら村

　樹た
つ
きさ
ん
・ 

知と
も
よ世
さ
ん
の
お
子
さ
ん

12月で満１歳（令和２年12月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで11月４日(木)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail を送られる場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

▲丸子山土地区画整理事業地
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市からのお知らせをコミュニケ－ションアプリ「LINE」で
配信しています。ぜひ友だち登録をお願いします。

友だち登録後のメニュー

　・ハザードマップ、指定避難所
　・ごみ処理、休日診療
　・行政文字放送、市報うんなん
　・新型コロナウイルス感染症に関する情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

スマートフォンなどで右の二次元コードを読み
取ると「友だち」登録できます。

今年度、売却を予定している財産は次のとおりです。
財産の詳細は市ホームページに掲載しています。ぜひ二
次元コードをスマートフォンなどで読み取ってご覧くだ
さい。

売却方法は一般競争入札を予定しています。
入札公告は11月上旬に市ホームページで行
います。

千
ちとせ

歳ちゃん（大東町新庄）
令和２年11月13日生まれ
１歳おめでとう
いつも笑顔をありがとう
元気いっぱい大きくなあれ

陶す
や
ま山
和か
ず
や也
さ
ん
・
沙さ

き

こ
希
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

陽
ひなた

太ちゃん（大東町大東）
令和２年11月11日生まれ
ひなちゃん１歳のお誕生日おめでと
う  いっぱい遊んでいっぱい食べて
元気にすくすく大きくなってね

細ほ
そ
ぎ木
健け
ん
た太
さ
ん
・
友ゆ

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

千
ちはる

暖ちゃん（三刀屋町三刀屋）
令和２年11月14日生まれ
千暖、一歳おめでとう 　ハイハ
イとお喋りが上手になったね
たくさん遊んで大きくなろう

千ち

ば葉
　勝ま

さ
るさ
ん
・
由ゆ

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

雲南市公式L
ラ イ ン

INEアカウント
友だち募集中！� 問 情報政策課　☎0854-40-1015

LINE友だち登録
二次元コード

財産名称 所在地 地目 面積
旧養賀住宅跡地 大東町養賀194-5他2筆 宅地 449.65㎡

丸子山土地
区画整理事業地

大東町大東2501-1 宅地 276.99㎡
大東町大東2501-2 宅地 288.48㎡
大東町大東2501-3 宅地 289.29㎡
大東町大東2501-4 宅地 271.48㎡
大東町大東2501-5 宅地 273.75㎡
大東町大東2501-6 宅地 261.38㎡
大東町大東2501-7 宅地 256.76㎡

公有財産を売却します公有財産を売却します　　問問 管財課　☎0854-40-1025 管財課　☎0854-40-1025

市ホームページ
二次元コード
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運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎

え
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
か

ら
だ
を
動
か
し
た
い
気
持
ち
が

普
段
よ
り
高
ま
っ
た
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
自
粛
疲
れ
や
運
動

不
足
を
実
感
し
、新
た
に
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
た
方
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
再
開
し
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
影
響
で
外

出
や
か
ら
だ
を
動
か
す
機
会
が

減
っ
て
い
る
方
は
、
体
力
が
大

き
く
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
一
度
低
下
し
た

体
力
の
回
復
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
急
な
運
動
で
け
が
を

し
な
い
た
め
に
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
の
準
備
体
操
を
入
念
に
行

い
な
が
ら
、
無
理
を
し
過
ぎ
な

い
程
度
の
運
動
か
ら
始
め
、
少

し
ず
つ
体
力
を
回
復
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　子どもたちが元気に遊び、勉強し、新型コロナウイルスに負けない強い体
をつくり、優しい心を育てるには、生活リズムを整えることが基本になりま
す。子どもは大人（家族）の生活に大きく影響を受けていますので、大人も
一緒に生活を振り返ってみましょう。

　
運
動・ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
で
は
、

事
故
や
ケ
ガ
を
防
止
す
る
対
策

を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
皆

さ
ん
に
身
近
な
立
場
で
健
康
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
地
域

運
動
指
導
員（
以
下
、指
導
員
）」

は
、
定
期
的
に
応
急
手
当
や
救

命
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
も
９
月
か
ら
、
雲
南
消

防
本
部
の
救
命
講
習
を
受
講
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
人
工
呼
吸

を
行
わ
ず
に
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョッ
ク
を
実
施

す
る
な
ど
、
感
染
症
に
配
慮
し

た
救
命
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
指
導
員
か
ら
は

「
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら
気
に

留
め
て
お
き
た
い
」、「
も
し
も

の
時
に
役
立
て
る
よ
う
繰
り
返

し
学
ぶ
こ
と
が
大
切
」、「
実
際

に
起
き
た
時
に
対
処
で
き
る
よ

う
に
日
頃
か
ら
家
族
と
話
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
救
命
法
は
、
命
を
守
る
大
切

な
応
急
手
当
で
す
。
皆
さ
ん
も

身
近
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を

確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
安
全
で
楽
し
く
か
ら
だ

を
動
か
す
た
め
に
も
、
い
ざ
と

い
う
時
の
備
え
を
確
認
し
て
お

く
と
よ
い
で
す
ね
。

❶ ❶ 早起きできていますか？早起きできていますか？
★目標　幼児：７時まで　　小中学生：６時30分ごろ
朝起きてすぐに太陽の光を浴びると「セロトニン」という物質が活性化され、心
の安定につながります。体内時計もリセットされ、生活のリズムが整います。

❺❺ 早く寝ていますか？ 早く寝ていますか？
★目標　幼児・小学１・２年生：21時まで　　小学３・４年生：21時30分まで
　　　　　　小学５・６年生：22時まで　　　　　　中学生：23時まで
睡眠中に脳の情報処理能力の回復をしたり、体の機能の回復をしています。寝る前にテレビの音や明るい光を浴び
ると体内時計が乱れ、イライラしたりだるさが出たり悪影響があります。寝る30分前には子どもが眠りにつきやす
い環境を整えましょう。

❷ ❷ 朝ごはんを毎日食べていますか？朝ごはんを毎日食べていますか？
朝ごはんを食べると体が目覚めて体温が上がり、脳に
エネルギーを送って脳の働きが良くなるので、学力向
上につながります（朝食を摂っている子どものほうが
学力調査の正答率が高い傾向がみられました）。

❸❸１日１時間以上、楽しく体を動かしていますか？１日１時間以上、楽しく体を動かしていますか？
体全体を使って思い切り遊ぶことで体力をつけましょ
う。感染対策をとりながら友達ともさまざまな遊び・
体験をしましょう。

❹ ❹ スマートフォンでの動画視聴やテレビ、ゲームは時間を決めて使っていますか？スマートフォンでの動画視聴やテレビ、ゲームは時間を決めて使っていますか？
★目標　１日２時間まで（ゲームは１日30分まで。寝る30分前までにはテレビ・動画視聴はやめる）
　※２歳まではテレビ・動画視聴は控えましょう。
雲南市でも、年齢が上がるにつれて利用が
増え、スマホやゲームの時間が長いと、睡
眠時間が短くなる傾向があります（右グラ
フ参照）。家庭でよく話し合ってルールを
決めましょう。大人のスマホ利用、動画視
聴やゲームについても長くなって
いないか振り返ってみましょう。

こんにちは、

です。
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保健師保健師保健師保健師

家族で生活リズムを整えましょう！

〈参照：雲南市平成30年度1歳6ヵ月児・3歳児健診〉

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！
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無
理
の
な
い
運
動
で
体
力
回
復
を
！

安
全
な
運
動
普
及
を
め
ざ
し
て

テレビ・ＤＶＤを1日何時間見ますか

見ない １時間まで ２時間まで ２時間以上 不明・空白

40％

60％

20％

0％

16.016.0
5.75.7

54.854.8
45.445.4

37.937.9

9.59.5 10.110.1
1.11.1 0.90.9

　１歳６ヵ月児　　　３歳児

18.618.6

年齢が上がると増える

約１割が２時間以上

ゲーム機器・スマホでの遊び
（３歳児）

遊ばない 時々 ほぼ毎日 不明・空白

40％

60％

20％

0％

31.331.3

0.40.4
11.511.5

56.856.8

約１割がほぼ毎日

●人件費の状況（令和２年度普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（令和２年度末） 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

令和２年度 36,861人 340億156万円 3億5,933万円 45億3,874万円 13.3％

●職員の給与の状況（令和３年度普通会計予算）

区　分 職員数
(A)

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)

令和３年度 435人 17億9,810万円 3億7,165万円 7億3,131万円 29億106万円 667万円
（注）　「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含みません。

●職員の平均給料月額および平均年齢� （令和３年４月１日現在） ●職員の初任給の状況� （令和３年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 347,678円 45.2歳 一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円

高校卒 150,600円 150,600円
（注）令和３年度地方公務員給与実態調査に基づくものです。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当� （令和３年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 ６月期 1.275月 0.95月 1.275月 0.95月

12月期 1.275月 0.95月 1.275月 0.95月

計 2.55月 1.9月 2.55月 1.9月

職制上の段階など
による加算措置 役職加算　5～15% 役職加算 5～15%

管理職加算 10～25%

●特別職等の報酬等の状況� （令和３年４月１日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 890,000円

期末
手当

市　長

６月期 1.675月
12月期 1.675月
 計3.35月

副市長 721,000円 副市長

教育長 639,000円 教育長

報酬
議　長 413,000円 議　長
副議長 354,000円 副議長
議　員 328,000円 議　員

●職員数の状況� (各年４月１日現在)

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

( 市立病院除く )
合　計

令和３年度 380人 49人 32人 461人
令和２年度 375人 59人 32人 466人
増　 減 5人 ▲10人 0人 ▲5人

（注）１ 雲南市の条例による定員は654人です。
　　 ２ 職員数については、令和３年度地方公共団体定員管理調査
　　　　に基づく職員数です。

③扶養手当� （令和３年４月１日現在）
区　　　分 雲南市 国

配偶者 6,500円 6,500円

子 10,000円 10,000円

上記以外の扶養親族（１人につき） 6,500円 6,500円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子に対する加算額（1人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当� （令和３年４月１日現在）

貸家居住者 月額16,000円を超える家賃を支払っている職員
に対して28,000円を限度に支給

⑤通勤手当� （令和３年４月１日現在）

交通機関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して
55,000円を限度に運賃等相当額を支給

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して２km以上通勤する職員に対して、
通勤距離区分により26,500円を限度に支給

⑥地域手当� （令和３年４月１日現在）

東京都特別区20%　大阪市16%　広島市10%　東広島市3%

②退職手当� （令和３年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 勧奨
勤続20年 19.6695月 24.586875月 19.6695月 24.586875月
勤続25年 28.0395月 33.27075月 28.0395月 33.27075月
勤続35年 39.7575月 47.709月 39.7575月 47.709月
最高限度額 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月
平均支給額 661万円 2,195万円

（注）　「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職
　　　手当の１人当たりの平均額です。

この［概要版］は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、市ホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）に掲載しています。

　　　【問】人事課　☎0854-40-1024

雲南市の給与・定員管理などの情報公開［概要版］
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　令和２年度末現在、市が25％以上出資または出
しゅつえん
捐する法人（第三セクター・財団法人・土地開

発公社）は５つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告し
た、土地開発公社および市の出資割合が50％以上の第三セクターおよび財団法人について、令和
２年度の経営状況をお知らせします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株
式会社吉田ふるさと村の概要をお知らせします。
　雲南市では、決算資料などに基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的かつ効率
的な法人運営となるよう努めてまいります。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

第三セクター等の業務内容と第三セクター等の業務内容と
経営状況を報告経営状況を報告

※経営状況については、市※経営状況については、市
からの出資割合が50％からの出資割合が50％
以上の第三セクターおよ以上の第三セクターおよ
び財団法人のみ掲載してび財団法人のみ掲載して
おります。おります。
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株式会社吉田ふるさと村株式会社吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000万円
（25.0％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売
◇管工事、下水道施設工事
◇雲南市民バス ｢広域バス｣ ｢吉田地域バス（デマ
ンド型乗合バス）｣ の運行管理業務
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣、稲わら工房の施設管理運営

株式会社キラキラ雲南株式会社キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000万円
（80.0％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営
◇「ラメール」、「チェリヴァホール」、｢古代鉄歌
謡館｣、｢アスパル｣、｢ラソンテ｣、｢加茂中央公
園｣、｢大東公園｣、「勤労青少年ホーム」の施設
管理運営
◇市立図書館運営業務
◇各種商品などの販売

総 収 入 4億6,534万円　※指定管理料2億1,033万円を含む

当期純利益 28万円 利益剰余金 616万円 純 資 産 3,616万円

雲南都市開発株式会社雲南都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300万円
（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売
◇レストラン経営
◇「おろち湯ったり館」、｢サンワーク木次｣、｢健
康の森｣、「三刀屋公園」の施設管理運営
◇雲南市中心市街地活性化業務

総 収 入 1億1,036万円　※指定管理料4,063万円を含む

当期純利益 △42万円 利益剰余金 2,437万円 純 資 産 3,737万円

雲南市土地開発公社雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500万円

（100.0％）

主な業務内容 ◇公共用地、公用地等の取得、管理、処分など

総 収 入 2億7,406万円

当期純利益 3,077万円 累積準備金 5億4,848万円 純 資 産 5億5,348万円

公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出捐割合）
1，000万円
（60.0％）

主な業務内容
◇たたら製鉄に関する文化事業の企画運営
◇ ｢菅谷たたら山内および山内生活伝承館｣、｢鉄
の歴史博物館｣、｢鉄の未来科学館｣、「地域特産
品処理加工施設」の施設管理運営

総 収 入 3,550万円　※指定管理料2,191万円を含む

一般正味財産
増　 減 　 額 △2,214万円 一般正味財産

期 末 残 高 2,158万円 正 味 財 産
期 末 残 高 3,338万円

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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安あ
ん

食じ
き

タ
マ
ヨ
さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

安あ
ん

食じ
き

美み

代よ

子こ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

石い
し

川か
わ

　
咲さ
き

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

石い
し

飛と
び

　
　
清き
よ
しさ
ん（
三
刀
屋
町
）

内う
ち

田だ

　
晶あ
き

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

宇う

山や
ま

フ
ミ
エ
さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

永え
い

和わ

キ
ヨ
子こ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

金か
な

森も
り

美み

惠え

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

小こ
ば

林や
し

ア
キ
ヨ
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

佐さ

藤と
う

モ
ト
ヨ
さ
ん（
木
　

次
　

町
）

上じ
ょ
う
だ
い代
ア
キ
エ
さ
ん（
大
　

東
　

町
）

上じ
ょ
う
だ
い代

　
麻あ
さ

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

白し
ら

築つ
き

　
し
げ

代よ

さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

　
雲
南
市
と
関
係
施
設
に
次
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

高
圧
洗
浄
機

　
本
田
技
研
工
業
㈱（

東
京
都
港
区
）

防
災
備
品

　
掛
合
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
掛
合
町
）

災
害
避
難
用
簡
易
ベ
ッ
ド

　�

朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
㈱（

大
阪
市
）

多た

久く

和わ

義よ
し

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

武た
け

田だ

　
靜し
ず

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

土つ
ち

谷た
に

美み

喜き

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

都つ

間ま

ア
サ
子こ

さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

塔と
う

間ま

　
次つ
ぎ

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

德と
く

島し
ま

八や

重え

子こ

さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

な
ん

波ば

　
孝た
か

德の
り

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

日ひ

野の

　
　
理お
さ
むさ
ん（
掛
　

合
　

町
）

日ひ

野の

ヨ
リ
エ
さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

廣ひ
ろ

澤さ
わ

ヨ
シ
エ
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

福ふ
く

間ま

　
幸ゆ
き

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

藤ふ
じ

原は
ら

　
悦え
つ

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

藤ふ
じ

原は
ら

　
富と
み

枝え

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

藤ふ
じ

原は
ら

ト
ミ
コ
さ
ん（
木
　

次
　

町
）

本ほ
ん

間ま

　
正ま
さ

子こ

さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

松ま
つ

﨑ざ
き

キ
ク
子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

森も
り

山や
ま

　
　
繁し
げ
るさ
ん（
三
刀
屋
町
）

山や
ま

根ね

　
正ま
さ

子こ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

山や
ま

本も
と

　
一か
ず

吉よ
し

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

若わ
か

槻つ
き

ス
エ
子こ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

和わ

田だ

　
儀よ
し

德の
り

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

渡わ
た

部な
べ

　
靜し
ず

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

◎
雲
南
市
長
長
寿
者
表
彰

（
１
０
１
歳
）

石い
し

川か
わ

　
ミ
キ
さ
ん（
大
　

東
　

町
）

宇う

都つ
の

宮み
や

ツ
ネ
さ
ん（
木
　

次
　

町
）

江え

本も
と

　
好よ
し

子こ

さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

大お
お

島し
ま

ア
サ
コ
さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

小こ

池い
け

キ
ク
ノ
さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

佐さ

藤と
う

ト
ミ
子こ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

佐さ

藤と
う

美み

代よ

子こ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

高た
か

島し
ま

　
久ひ
さ

榮え

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

土つ
ち

屋や

ト
ヨ
ノ
さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

鳥と

谷や

　
友と
も

江え

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

中な
か

西に
し

　
光み
つ

代よ

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

新に
っ

田た

　
能よ
し

枝え

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

速は
や

水み

　
　
光み
つ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

原は
ら

　
　
仁じ
ん

吉き
ち

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

藤ふ
じ

原は
ら

百ゆ

合り

子こ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

松ま
つ
ば
や
し林

　
安や
す

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

11月は「子供・若者育成支援推進強調月間」です
ほっとできる「居場所」がどこにもないー
そんな子供・若者が増えています。
未来を担う子供・若者たちのために、何ができるか
考え、行動に移してみませんか？

【問】社会教育課　☎ 0854-40-1073

「どこにも居場所がない」
とする子供・若者の割合

3.8%

5.4%2019年度

2016年度
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◎
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
ホ
シ
ザ
キ
電
機
㈱

（
愛
知
県
豊
明
市
）

◎
雲
南
市
立
三
刀
屋
こ
ど
も
園

保
育
備
品

　
㈱
雲
南
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
三
刀
屋
町
）

　
㈱
山
陰
合
同
銀
行
（
松
江
市
）

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

農
業
所
得
に
か
か
る
申
告

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
農
業
収
支
研
修
会
を
１
月
に
実

施
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
農
業
相
談
員
が

巡
回
し
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
を

支
援
し
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
必
ず
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
の
滞
在
時
間
短

縮
の
た
め
、
科
目
ご
と
の
集
計
を

行
っ
た
上
で
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。

　
２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
申
告
相

談
時
期
は
過
密
を
避
け
る
た
め
農

業
収
支
に
係
る
相
談
は
実
施
し
ま

せ
ん
。
収
支
内
訳
書
か
、
集
計
表

は
必
ず
完
成
し
た
も
の
を
持
っ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
減
価
償
却
費
を
市
で
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
１
月
の
研
修
会
、
２

月
か
ら
３
月
ま
で
の
申
告
相
談
時

期
の
い
ず
れ
で
も
減
価
償
却
費
明

細
書
を
作
成
し
て
渡
し
ま
す
。

　
な
お
、
農
作
物
は
自
家
消
費
の

み
で
今
後
も
出
荷
販
売
の
見
込
み

が
無
い
方
は
収
支
内
訳
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
所
得
の
科
目
の
具
体
例
や

研
修
の
日
程
な
ど
は
市
報
１
月

号
、
申
告
相
談
の
日
程
は
市
報
２

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
集
計
の
準
備
は
お
早
め
に
！

　
作
成
・
集
計
の
仕
方
は
昨
年
と

同
様
で
す
。
収
支
内
訳
書
を
作
成

さ
れ
る
方
は
、
日
頃
か
ら
領
収
書

や
レ
シ
ー
ト
を
費
目
ご
と
に
ま
と

め
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
記
録
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
集
計
参
考
様
式

は
税
務
課
も
し
く
は
各
総
合
セ
ン

タ
ー
市
民
福
祉
課
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
必
要
が
あ
れ
ば
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
帳
簿
、
領
収
書
類
は
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
７

年
間
保
存
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
は
自
宅
な
ど
で
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告

書
、収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
電

子
申
告
に
加
え
、
紙
で
申
告
書
な

ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
収
支
内
訳
書
や
減
価
償
却
費
明

細
も
作
成
で
き
、
作
成
し
た
内
容

を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
保
存
す
れ
ば

翌
年
度
以
降
も
利
用
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

方
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
豪
雨
な
ど
で
被
害
を

受
け
た
皆
さ
ん
へ 

雑
損
控
除
の
申
告

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
な
ど
に
よ

り
、
住
宅
、
家
財
な
ど
資
産
に
被

害
を
受
け
た
方
は
、
雑
損
控
除
な

ど
に
よ
り
所
得
税
や
市
県
民
税
な

ど
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
左
記
の
書
類
を
申
告

時
期
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
に
必
要
な
添
付
書
類

・�

被
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細

（
資
産
内
訳
、
取
得
時
期
、
取

得
価
格
な
ど
）
の
分
か
る
も
の

・�

被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊

し
費
用
、
除
去
費
用
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
費
用
で
、
災
害
に

関
連
し
て
支
出
し
た
金
額
の
明

細
（
見
積
書
、
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
）
の
分
か
る
も
の

・�

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

受
け
取
る
保
険
金
、
損
害
賠
償

金
、
災
害
見
舞
金
な
ど
の
金
額

が
分
か
る
も
の

・�

り
災
証
明
書
（
写
し
で
も
可
）

・�

り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
が
損
失
の
あ
る
方
は
被

害
状
況
の
分
か
る
写
真
な
ど

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
重
課

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
た
め

初
回
検
査
（
新
車
登
録
時
）
か
ら

13
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車
（
三

輪
・
四
輪
）
は
、
税
額
が
高
く
な

口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。
口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。

今月の税金

●国民健康保険料（第５期）

●後期高齢者医療保険料（第５期）

納期限は11月30日（火）です。

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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お
知
ら
せ

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

暮
ら
し
・
手
続
き

り
ま
す
（
重
課
）。

　
令
和
４
年
度
に
重
課
の
対
象
と

な
る
の
は
、「
初
度
検
査
年
月
」

が
平
成
21
年
３
月
以
前
の
車
両
で

す
。
中
古
車
な
ど
を
購
入
さ
れ
る

場
合
も
、
購
入
日
で
は
な
く
新
車

登
録
時
の
「
初
度
検
査
年
月
」
に

よ
り
税
額
が
決
ま
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

初
度
検
査
年
月
は
自
動
車
検
査

証
（
車
検
証
）
の
上
段
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者 

　
　
　  

支
援
給
付
金
制
度

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続

き
は
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務

所
）
が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

【
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
場
合
】

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・��

65
歳
以
上

・�

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税

・�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
の
場
合
】

前
年
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以

下
の
方

◆
請
求
手
続
き

①�

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
お
知
ら
せ
に
同
封
さ
れ
て
い
る

は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
１
月
４
日

㈫
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
し

た
方
は
、
令
和
３
年
10
月
分
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、口
座
番
号
を
聞
い
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請

求
で
困
っ
た
と
き
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０-

05-

４
０
９
２
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の
耐
震
改
修
を
検
討

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
住
宅
の
耐
震
化
お
よ
び
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
対
策
の
助
成
の
受
付

期
間
は
12
月
28
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
事
前
申
請
が
必
要
で
、
市
内
に

本
社
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

●令和４年度より重課となる車両の税額
　（初度検査年月が平成20年４月から平成21年３月までの車両）　

区　分 令和３年度の税額 令和４年度以降の
税額

四

　輪

乗
用

自家用 ７，２００円 １２，９００円
営業用 ５，５００円 　８，２００円

貨
物

自家用 ４，０００円 　６，０００円
営業用 ３，０００円 　４，５００円

三　輪 ３，１００円 　４，６００円

事
業
者
の
施
工
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

◆
住
宅
の
耐
震
化
へ
の
助
成

【
助
成
内
容
】

①�

耐
震
診
断
費
の
90
％
（
上
限

６
万
円
）

②�

補
強
計
画
（
設
計
）
費
の
50
％

（
上
限
20
万
円
）

③�

改
修
工
事
費
の
23
％
（
上
限

80
万
円
）

④�

解
体
工
事
費
の
23
％
（
上
限

40
万
円
）

【
条
件
な
ど
】

・�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅

◆�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
へ

の
助
成

【
助
成
内
容
】

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
ま
た
は
建

て
替
え
工
事
費
（
限
度
額
１
ｍ
当

た
り
８
万
円
）
の
３
分
の
２
（
上

限
26
万
４
千
円
）

【
条
件
な
ど
】

・�

通
学
路
に
面
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
安
全
対
策
が
必
要
な
も

の
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

【問】子ども家庭支援課　☎ 0854-40-1067・出雲児童相談所　☎ 0853-21-0007

24市報うんなん

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

令
和
４
年
度
保
育
所・認
定

こ
ど
も
園・幼
稚
園
入
所
申

し
込
み

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
令
和
４
年
度
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
入
所
申
し
込
み

の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
㈬
か
ら
12
月
17
日
㈮

ま
で

　
申
し
込
み
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
の
詳
細
は
市
報
12
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
施
設
の

様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童 

　   

ク
ラ
ブ
入
会
申
し
込
み
　

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
申
し
込
み
の
受
付
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
㈬
か
ら
令
和
４
年
１

月
７
日
㈮
ま
で

　
申
し
込
み
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
、
詳
細
は
別
途
案
内
し
ま
す
。

健康づくり政策課　☎0854－40－1040

食 育 日の食 育 日の毎月１９日は

「減塩は　長生きできる　道標」
令和２年度まめなかね川柳入賞作品

11 19月 日(金)

みちしるべ

全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査 

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

　
厚
生
労
働
省
で
は
５
年
に
１

度
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
実
態

を
把
握
し
、
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
全
国
ひ

と
り
親
世
帯
等
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
調
査

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者
と
な
る
方

　
全
国
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
地
区
内
の
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
な
ど
を
対
象
に
調
査
し
ま
す（
す

べ
て
の
ひ
と
り
親
の
方
が
対
象
と

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
調
査
日
】
11
月
１
日
前
後

◆
調
査
方
法

・�

県
が
任
命
し
た
調
査
員
が
対
象

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
渡

し
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め
、

郵
便
受
け
に
調
査
票
を
投
函
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・�

調
査
票
に
記
入
し
、
一
緒
に
渡

し
ま
し
た
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

提
出
が
な
い
場
合
な
ど
、
調
査

員
か
ら
改
め
て
連
絡
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◆
調
査
結
果
の
活
用
例

　
前
回
調
査
で
は
、
就
業
し
て
い

る
母
子
家
庭
の
母
の
う
ち
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
が
43
・８
％

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
国
・
県
・

市
町
村
で
は
、
就
業
相
談
や
職
業

訓
練
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
青
少
年
家
庭
課
ひ
と
り
親

支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２-
22-
６
６
８
８

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

年
金
出
張
相
談

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
出
張
相
談
で
の
年
金
手
続
き
・

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※�

予
約
は
、
前
日
（
前
営
業
日
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
日
】
11
月
17
日
㈬

　
10
時
か
ら
14
時
45
分
ま
で

（
15
時
30
分
終
了
予
定
）

【
場
所
】
雲
南
市
役
所
本
庁
舎

【
予
約
の
手
順
】

①�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
１
」
の
後
に
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

担
当
者
に
「
雲
南
市
役
所
で
の

出
張
相
談
予
約
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

相
　談

相
　談

広告募集中

ご希望の方は市役所情報政策課へ連絡ください。
掲載内容は「雲南市市報うんなん広告掲載基準」に基づきます。 情報政策課　☎0854-40-1015

●カラー広告
　表３（裏表紙裏）掲載
　１枠（257㎜×178㎜）60,000円／月（税込み）

●２色刷り広告
　「市役所からのお知らせ」の５段目部分掲載
　１枠（45㎜×180㎜）12,570円／月（税込み）

　半枠（45㎜× 86㎜） 8,380円／月（税込み）

市報うんなんに広告を掲載しませんか。
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２-

40-

０
０
１
５

★�

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上・海
上・

航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３
ヵ
月
間

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま

す
。

　
任
用
期
間
は
、
陸
上
自
衛
官
は

１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空
自
衛

官
は
２
年
９
ヵ
月
を
１
任
期
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
が
、
引
続
き
勤

務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考
に

よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て
継
続
任

用
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
種
目
】

　
自
衛
官
候
補
生
（
第
３
回
目
）

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

【
採
用
予
定
日
】

　
採
用
予
定
通
知
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
試
験
種
目
】

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
地

理
歴
史
・
公
民
・
作
文
）・
口
述

試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査
お

よ
び
経
歴
評
定
※�

※�

経
歴
評
定
…
多
様
な
経
歴
を
有

す
る
受
験
者
の
能
力
を
総
合
的

に
評
価
す
る
も
の
で
す
。
該
当

す
る
資
格
・
免
許
な
ど
は
、
自

衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】
11
月
25
日
㈭
ま
で

【
試
験
期
日
】
11
月
27
日
㈯

【
試
験
会
場
】

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

※�

試
験
期
日
、
会
場
な
ど
に
つ
い

て
、
追
加
ま
た
は
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

★�

陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学

校
生
徒

　
将
来
、陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象
に
採

用
す
る
制
度
で
す
。

○
一
　
般

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳

未
満
（
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
修
了
者
（
令
和
４
年
３

月
に
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み

の
者
を
含
む
）。

【
試
験
種
目
】

　

１�

次
試
験
　

筆
記
試
験
（
国
語
・

社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
・

作
文
）

【
応
募
期
間
】

　
11
月
１
日
㈪
か
ら
令
和
４
年
１

月
14
日
㈮
ま
で

【
試
験
期
日
】

　

１�

次
試
験
　

令
和
４
年
１
月
22
日

㈯
ま
た
は
23
日
㈰
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

【
試
験
会
場
】

　

１�

次
試
験
　

松
江
地
方
合
同
庁
舎

　
・
浜
田
市
内

○
推
　
薦

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳

未
満
（
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で
、
入
校

を
熱
望
す
る
強
い
意
志
を
持
ち
、

中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
令
和
４

年
３
月
に
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見

込
み
の
者
を
含
む
）
の
中
か
ら
、

中
学
校
長
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

長
が
高
等
工
科
学
校
生
徒
と
し

て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
、
将
来

自
衛
官
と
な
る
強
堅
な
意
志
を
持

ち
責
任
を
持
っ
て
推
薦
で
き
る
者

【
試
験
種
目
】

　
口
述
試
験
・
筆
記
試
験
（
作
文

を
含
む
）
お
よ
び
身
体
検
査

【
応
募
期
間
】

　
11
月
１
日
㈪
か
ら
12
月
３
日
㈮

ま
で

【
試
験
期
日
】

　
令
和
４
年
１
月
８
日
㈯
か
ら
11

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
試
験
会
場
】

　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地
（
伊

丹
市
）

※�

今
後
、
試
験
期
日
、
場
所
な
ど

に
つ
い
て
、
変
更
・
中
止
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
　集

募
　集

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　  

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

�

◆
市
営
住
宅
な
ど
入
居
者�

【
募
集
期
間
】

　
11
月
５
日
㈮
か
ら
11
月
12
日
㈮

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
11
月
１
日
㈪
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

�

◆
県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進�

�

　
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

放
送
大
学・４
月
生
募
集

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
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建
退
共
制
度

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な

く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
の
で
、
放
送

大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
気

軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

　

第
１
回
　

11
月
26
日
㈮
か
ら
令
和

４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で

　

第
２
回
　

令
和
４
年
３
月
15
日
㈫

ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

そ
の
他

そ
の
他

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業

主
の
方
々
が
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

い
ま
す
。

【
加
入
で
き
る
事
業
主
】

　
建
設
業
を
営
む
方

【
対
象
と
な
る
労
働
者
】

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

【
掛
け
金
】
日
額
３
２
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
退
共
島
根
県
支
部

☎
０
８
５
２-

21-

９
０
０
４

社会教育課　☎0854-40-1073

月21日（日）11
うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

毎月第３日曜日は

小
規
模
企
業
共
済
制
度

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
な
ど
の
役
員
の
方
が

事
業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に

備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準

備
し
て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小

規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退

職
金
制
度
」
と
言
え
ま
す
。
こ
の

制
度
の
特
徴
は
、
掛
け
金
が
全
額

所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
独
立
行

政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
金
融
機
関

の
本
支
店
な
ど
の
窓
口
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

【問】うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

　しまね縁結びサポート企業に登録して、従業員の出会いや結婚を、職場のつながりを生かして応援しま
せんか。しまね縁結びサポートセンターが手伝います！
◆「しまね縁結びサポート企業」の対象・役割は？
【対象】島根県内に事業所などがある企業・各種団体など（支社、支店、工場等内部組織単位も可）
【役割】�企業・団体内に、しまね縁結びサポートセンターとの窓口になっていただく「担当者」を決

めていただき、結婚を希望する従業員へ次のような情報を提供していただきます。
　　　・婚活イベント情報の提供
　　　・縁結びボランティア「はぴこ」、しまね縁結びサポートセンターについての情報提供
◆「しまね縁結びサポート企業」のメリットは？
　・しまね縁結びサポートセンターが主催する他の登録企業・団体との交流会に参加できます。
　・�自社で交流会を企画される場合は、しまね縁結びサポートセンターが参加企業・団体の調整を行う
など開催を支援します。

　・�しまね縁結びサポートセンターのホームページなどで「しまね縁結びサポート企業」として広報・
ＰＲします。

◆登録の申し込み先
　一般社団法人�しまね縁結びサポートセンター�☎ 0852-61-1150　　info@shimane-enmusubi.com

しまね縁結びサポート企業　大募集！！
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【問】水道局総務課　☎ 0854-42-3473

　雲南市下水道事業に関する審議会（会長��金
かな
山
やま
壽
とし
忠
ただ
さん、以下、

審議会）へ下水道使用料の改定について諮問を行い、７月26日
付けで答申を受けました。
　今回諮問した内容は、令和４年度から令和８年度までの５年間
を算定期間とした使用料の改定で、今後の排水需要、建設改良計
画、算定期間中の収支計画などを踏まえ、審議されました。
※�審議会の概要は市ホームページに掲載しています。
【答申書の概要】
①�下水道使用料改定の時期　　令和４年４月使用分から
②改定の使用料の額　　　　　下水道使用料を平均20％引き上げる。
③付記意見
・�今後排水量は減少していく。使用料収入の確保および歳出の削減に努め安定した事業運営を
行っていただきたい。
・��今後全下水道事業に地方公営企業法の適用が予定され、ますます独立採算が求められる。事業
の継続のためにも適正な使用料の見直しが必要である。一方、市民の負担軽減のためにも繰出
金の急激かつ大幅な減少が無いように配慮していただきたい。
・��接続率、収納率の向上に努めるとともに、施設の統廃合など経費の削減に努めていただきたい。
この他にも、�災害時の体制整備や新型コロナウイルス感染症による地域経済への影響や若者定住
促進の観点を考慮した改正を実施するよう意見をいただきました。

　市では、審議会ならび議会の意見を踏まえ、最終的な改定方針を決定します。具体的な改定内容は、
決まり次第お知らせします。

下水道使用料の改定について答申を受けました

市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週月曜日、祝日の翌日

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館
ホームページ

木次図書館　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日  毎週月曜日、３日(水・祝)、23日(火・祝）　図書整理日：30日(火)
 イベント案内イベント案内  ☆よみかたりのじかん　18日（木）14:30～（要予約）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日  毎週金曜日、３日(水・祝)、23日(火・祝）　図書整理日：30日(火)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日  毎週木曜日、３日(水・祝)、23日(火・祝）　図書整理日：30日(火)

▼今
いま
村
むら
昌
まさ
弘
ひろ
「兇
きょうじんてい
人邸の殺

さつ
人
じん
」▼近

こん
藤
どう
史
ふみ
恵
え
「たまごの旅

たび
人
びと
」▼島

しま
本
もと
理
り
生
お
「星

ほし
のように離

はな
れて雨

あめ
のように散

ち
った」▼長

なが
岡
おか
弘
ひろ
樹
き

「教
きょう
場
じょう
Ｘ
えっくす
」▼羽

は
田
だ
圭
けい
介
すけ
「Ｐ

ファントム
ｈａｎｔｏｍ」▼吉

よし
田
だ
修
しゅういち
一「ブランド」▼立

たち
花
ばな
　隆
たかし
「立

たち
花
ばな
�隆
たかし
�最
さい
後
ご
に語

かた
り伝

つた
えたいこと」▼橘

たちばな
　玲
あきら

「無
む
理
り
ゲー社

しゃ
会
かい
」▼山

やま
田
だ
奈
な
美
み
「発

はっ
酵
こう
暮
ぐ
らし」▼農

のうぶんきょうへん
文協編「農

のう
家
か
が教

おし
えるタネ採

と
り・タネ交

こう
換
かん
」▼滝

たき
沢
ざわ
秀
しゅういち
一「日

に
本
ほん
全
ぜん
国
こく
ゴミ清

せい

掃
そう
員
いん
とゴミのちょっといい話

はなし
」▼ヤマザキマリ「ムスコ物

もの
語
がた
」▼酒

さか
井
い
京
きょうこ
子「本

ほん
の力
ちから
」▼中

なか
村
むら
メイコ「大

だい
事
じ
なものから捨

す
てなさい」

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。
貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができます。各館へ問い合わせください。

図 書 館 だ よ り
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【問】くらし安全室　☎ 0854-40-1027

　雲南市から発信する防災に関する情報を、自動で受信し音声に変換して放送します。
　緊急放送は、照明が赤く光って最大音量でお知らせします。聞き直し対象の放送があるときは、赤
く点滅し、聞き直しボタンを押すことで点滅が解除されます。
　停電時には、照明（白色）が自動で光って戸別受信機の場所をお知らせします。

【確認をお願いします】
　・�アンテナ、乾電池、ＡＣアダプタが正しく取り付けられているか、電源コンセントに常時接続し
てあるか確認してください（乾電池のみの場合は、３日程度で電池が消耗します）。

　・�液漏れによる故障防止のため、１年に１回は必ず乾電池を交換してください。
　・�他の通信機器とは離して設置してください。
【故障したとき・受信できないとき】
　・�「防災ラジオコールセンター　　０１２０－３８８－２８０（24時間対応）」に連絡してください。
　　連絡先は戸別受信機（防災ラジオ）の裏面にも表示してあります。
【転居や転出などをするとき】
　・�市内で転居される場合
戸別受信機（防災ラジオ）には、地域自主組織ごとに地域設定されています。転居先により地域
設定を変更する必要がありますので、戸別受信機をお持ちの上、くらし安全室または各総合セン
ターで手続きをお願いします（同じ地域内での転居の場合は、設定変更の必要はありません）。　

　・�市外へ転出される場合
世帯全員が市外へ転出される時は、必ずくらし安全室または各総合センターへ戸別受信機を返却
してください。

　・�世帯主を変更された場合
　　くらし安全室または各総合センターで変更手続きをお願いします。

雲南市デジタル防災無線戸別受信機（防災ラジオ）

選局ボタン
AMとFMを切替えます。

防災アンテナ
280MHz帯の電波を受信するアン
テナです。

照明ボタン（入／切）
照明の入／切を操作します。

聞き直しボタン
最新の放送内容が、何度でも聞き
直しできます。ボタンを押すこと
で、赤い点滅が解除されます。

FMアンテナ
AMアンテナは本体に内蔵されてい
ます。

電池ランプ
赤く点滅した
ら交換の合図
です。

音量ボタン（大／小）
緊急放送は、最大音量で放送され
ます。通常放送は、設定してある
音量で放送されます。

照　明
緊急放送受信時は、赤く点滅しま
す。停電時には、自動で光ります
（白色）。

ラジオON／OFFボタン
ボタンを押すと、選局された放送
局のランプが青く光って放送しま
す。ラジオのスイッチを切るとき
は、青く光っている放送局の右側
のボタンを押します。

受信局表示ランプ
選局された放送局のランプが青く
光ります。

戸別受信機（防災ラジオ）の各種ボタン等の説明
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「女性に対する暴力をなくす運動」を実施します
（11月12日～25日）

【問い合わせ先・相談機関】
	 雲南市男女共同参画センター相談専用ダイヤル　☎ 0854-42-3838（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）	
	 島根県女性相談センター　☎ 0852-25-8071（8:30～17:00　祝日を除く）＊土・日は電話相談のみ
	 出雲児童相談所　☎0853-21-8789（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）	
	 警察の相談窓口（島根県警察相談センター）＃９１１０（24時間対応）

　暴力は、性別や間柄を問わず決して許されるものではありませんが、中でも女性に対する暴力（配
偶者などからの暴力、性犯罪、ストーカー、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメントなど）
は、女性の人権を著しく侵害するものであり、決して許されない行為です。

女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、加茂文化ホールラメー
ルを紫色にライトアップし、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼び掛けるとともに「ひ
とりで悩まず、まずは相談してください」というメッセージを発信します。
　【日　　時】11月12日（金）17:30～21:30　＊雨天順延
　【実施施設】加茂文化ホールラメール

パープル・ライトアップを実施します

DVやデートDVは親密な間柄で行われるため、周囲から気付かれにくいものです。また、
あなたが「ちょっと我慢すれば…」と思っていることも暴力かもしれません。不安に思って
いること、心配していること、迷っていることを話せる場所があります。ひとりで抱え込ま
ず、まずは話してみませんか。

ひとりで悩まず、相談してください

「権力」と「支配」
DV・デートDVともに、本来は対等なはずのパートナー間で、一方だけが「権力」を持ち、
暴力による「支配」を行う行為です。
DV（ドメスティック・バイオレンス）
一般的には夫婦や内縁関係など親密な関係の間で起こる暴力のことです。子どもの目の前で
配偶者を殴ったり怒鳴りつけたりする「面前DV」は児童虐待に当たり、子どもの心身の発
達に深刻な悪影響を及ぼします。
デートDV
高校生や大学生を含む若者など交際中のカップルの間で起こる暴力のことです。

DV・デートDVとは

身体的な暴力 殴る・蹴る・つねる・髪を引っ張る・刃物などで脅す・物を投げつける　
など

精神的な暴力 大声で怒鳴る・ばかにする・無視をする・行動を監視、制限する・交友
関係を制限する・メールなどをチェックする　など

経済的な暴力 生活費を渡さない・借りたお金を返さない・デート費用を全く払わない・
貯金を勝手に使う・外で働かせない・仕事を辞めさせる　など

性的な暴力 無理やり性的行為をする・避妊に協力しない　など

暴力にはさまざまな種類があります
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“幸せを運ぶコウノトリ” と共生するまちづくりを「ふるさと納税」で応援してください“幸せを運ぶコウノトリ” と共生するまちづくりを「ふるさと納税」で応援してください“幸せを運ぶコウノトリ” と共生するまちづくりを「ふるさと納税」で応援してください

【問】商工振興課　☎ 0854-40-1052・政策推進課　☎ 0854-40-1011

【問】コウノトリと共生するまちづくりについて　地域振興課　☎ 0854-40-1013
　　		ふるさと納税について　政策推進課　☎	0854-40-1011

　特別天然記念物のコウノトリは、全国で野生復帰の取り組みが行われています。雲南市
には、数年前からコウノトリがやってきて、平成29年から５年連続で営巣（子育て）して
います。雲南市で子育てをするコウノトリは田んぼにいるドジョウやカエルなどを主な餌
にしています。
　コウノトリが安心して子育てを続けるためには、生きものを育む田んぼを守り・増やし
ていくことが大事です。市では、活動資金として、ふるさと納税の受け付けを開始しまし
た。寄附をはじめ市外の方への案内などにご協力をお願いします。

　ワーケーションの特徴である交流人口・関係人口の創出を通して地域の魅力発信、地域活性化をめざします。
今後数回開催する予定ですので、県外の家族、知り合いの方への紹介をお願いたします。
ワーケーションとは？
　ワーク（仕事）とバケーション（休暇）を組み合わせた造語で、リゾート地や地方部などでリモートワーク

※
をすることです。働

く人にとって、ワーケーションの良いところは、普段とは違う環境で自由に働く場所選び、リモートワークに取り組めるため、リ
フレッシュにつながり、やる気の上昇や生産性の向上が期待でき、受け入れ先にとっては交流人口・関係人口の拡大により、地域
の魅力の認知、新産業の創出、移住定住につながることが期待できます。　　　　　　　　�　※勤務地から離れた遠隔地で働く勤務形態

ふるさとチョイス
二次元コード

雲南ふれ旅ワーケーション雲南ふれ旅ワーケーション
県外の方へ紹介をお願いします !!

　雲南市を舞台にしたワーケーションプログラム「雲南ふ
れ旅ワーケーション」を開始します。ワーケーション参加
者には雲南市で仕事や休暇を楽しんでいただきながら、雲
南市の「人の幸」である人々の温かさや社会課題解決に向
けたチャレンジの取り組みなどの魅力を発信していきます。

①�「地域課題に触れる」、「里山の暮らしに触れる」、「地元雲南
に触れる」のテーマを軸とした地域の魅力発信
②２泊 3日～滞在
③遠方から来やすく、最大４万円補助
④�スタッフが一人ひとりに合った滞在プランを提案することで、
ワーケーション参加者と地域をよりよい形で縁結び

特  

　
　徴

開催期間 11月１日㈪～19日㈮
対象・定員 県外在住者・10組
                              （先着順）
企画・運営 たすき株式会社
           　☎0854-47-7686

【寄附金の使い道】�コウノトリの見守り活動や生きものを育む農業・ビオトー
　　　　　　　　　プの試行・啓発、学習会、生きもの調査：２百万円
【寄附金の受付期間】12月31日（金）まで
【寄附申し込みについて】
◎ふるさと納税制度による税制上の優遇措置を受けることができます。
◎�市外の方には、返礼品として「大月谷コウノトリやすらぎ米」（きぬむすめ）
を用意しています。
◆市へ直接寄附をする場合
　政策企画部政策推進課へ「寄附申込書」の提出と「払込書」などでの振り込み
◆インターネットから申し込みをする場合
　ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」から申し込み
　※クレジットカード決済も可能です。

生きもの調査の様子
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人　口･･ 36,563人（－46人）

世帯数･･ 13,668世帯（－5世帯）
令和３年10月１日現在（先月比）

女　性･･ 18,905人（－30人）

男　性･･ 17,658人（－16人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

　掲載している各種イベントなどについて、新型コロナウイルス
の感染拡大予防のため中止・延期となる可能性があります。開催
などの詳細は各問い合わせ先に確認してください。

◀

くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３ FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

　高齢者に対し自治体職員などのふりをして、「健康保険料の還付がある」、「医療
費の払い戻しがある」、「税金の還付がある」などと言い、還付金の受け取り手続き
のため携帯電話とキャッシュカードなどを持ってATM（現金自動預払機）に
行くよう誘導し、振り込みをさせようとする、いわゆる「還付金詐欺」に関
する相談が、全国の消費生活センターなどに多く寄せられています。

１．市役所などの公的機関の職員や金融機関の職員に成り済まし、電話をかけてくる。
２�．「手続きの期間が過ぎている」などすぐに手続きをしなければならないかのように信じ込ませ、
人目に付きにくいATMへ誘導する。
３�．ATMの操作の際に、振込金額を「暗証番号」、「受付番号」と言ったり、振り込みボタンを自分
の口座への振り込みだと誤信させたりして、自分の口座へ振り込み手続きをしているように言葉巧
みに錯覚させる。

１�．電話で「お金が返ってくるのでATMに行くように」と言われたら、それは還付金詐欺です。そ
のまま電話を切るようにしてください。
２�．還付金などに心当たりがある場合でも、すぐにATMに向かったり、指示された電話番号に電話

ATM を操作しても還付金はもらえません！
－「還付金詐欺」に関する相談が増えています －

相談事例からみる還付金詐欺の手口の特徴

消費者へのアドバイス

をかけたりせず、市役所などの担当部署に電話をかけて
確認をしてください。
３�．全国各地で起きているため、今後も還付金詐欺に注意
が必要です。
４�．「お金が返ってくる」など還付金詐欺に関する電話があっ
た場合は、すぐに警察や消費生活センターなどに電話する
など、周囲に相談してください（警察専用電話「＃９１１０」、
消費者ホットライン「１８８」）。


